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出典：グリーンエコノミーフォーラム作成「アジェンダ21の目次」
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出典：グリーンエコノミーフォーラム作成「アジェンダ21の目次」
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出典：グリーンエコノミーフォーラム作成「MDGsの目標とターゲット」
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出典：グリーンエコノミーフォーラム作成「MDGsの目標とターゲット」
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出典：グリーンエコノミーフォーラム作成「MDGsの目標とターゲット」
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出典：グリーンエコノミーフォーラム作成「国連グローバル・コンパクトの10原則」
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出典：一般財団法人アジア・太平洋人権情報センター「ビジネスと人権に関する指導原則ダイジェスト版」
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出典：一般財団法人アジア・太平洋人権情報センター「ビジネスと人権に関する指導原則ダイジェスト版」
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出典：一般財団法人アジア・太平洋人権情報センター「ビジネスと人権に関する指導原則ダイジェスト版」
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第
1
節
　
グ
リ
ー
ン
経
済
と
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

第
4章
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
グ
リ
ー
ン
成
長
国
家
の
実
現
に
向
け
て

　
第
1章
で
見
た
と
お
り
、
リ
オ
＋
20
で
は「
持
続
可
能
な
開
発

及
び
貧
困
根
絶
の
文
脈
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
経
済
」
が
テ
ー
マ

の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
20
11
年
に
は
、
国
連
環
境
計
画

（
U
N
EP
）が
「
グ
リ
ー
ン
経
済
」を
発
表
、
経
済
協
力
開
発
機
構

（
O
EC
D
）が
「
グ
リ
ー
ン
成
長
に
向
け
て
」を
採
択
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
20
10
年
の
G
20
ソ
ウ
ル
・
サ
ミ
ッ
ト
文
書
、
20
10
年

の
A
PE
C
首
脳
の
成
長
戦
略
、
20
11
年
の
G
8ド
ー
ヴ
ィ
ル
・

サ
ミ
ッ
ト
首
脳
宣
言
に
お
い
て
も
、
グ
リ
ー
ン
経
済
・
グ
リ
ー

ン
成
長
に
係
る
記
述
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、グ
リ
ー
ン
経
済
・

グ
リ
ー
ン
成
長
の
実
現
に
向
け
た
取
組
は
、
昨
今
の
国
際
的
な

潮
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
潮
流
を
踏
ま
え
、第
4章
第
1節
で
は
、グ
リ
ー
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
世
界
と
我
が
国
の
現
状
を
、
第
2

節
以
降
で
は
、
低
炭
素
社
会
・
循
環
型
社
会
・
自
然
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
我
が
国
の
取
組
の
具
体
例
を
、
そ
れ
ぞ
れ
俯

瞰
し
て
い
き
ま
す
。

第
1
節
　
グ
リ
ー
ン
経
済
と
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

1　
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　
環
境
と
経
済
の
間
に
は
密
接
な
か
か
わ
り
合
い
が
あ
り
ま
す

が
、
世
界
が
直
面
す
る
環
境
制
約
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

第
1章
で
見
た
よ
う
に
、
双
方
を
単
に
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係

と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
持
続
的
な
好
循
環
を
生
み
出
し

て
い
く
関
係
と
し
て
、
そ
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
実
現
さ
せ
る
上
で
大

き
な
原
動
力
と
な
る
の
が
、「
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」、

す
な
わ
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
分
野
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
で
す
。

　「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
我
が
国
で
は
、

か
つ
て
経
済
白
書
で「
技
術
革
新
」と
訳
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、「
技
術
上
の
発
明
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
一

般
的
で
し
た
。
一
方
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
経
済
学
者
で
あ
る

J.シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
開
拓
な

ど
も
含
め
た
よ
り
一
般
的
な
概
念
と
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

捉
え
て
お
り
、
5つ
の
類
型
と
し
て
、「
新
し
い
財
貨
（
あ
る
い

は
新
し
い
品
質
の
財
貨
）の
生
産
」「
新
し
い
生
産
方
法
の
導
入
」

「
新
し
い
販
路
の
開
拓
」「
原
料
あ
る
い
は
半
製
品
の
新
し
い
供

給
源
の
獲
得
」「
新
し
い
組
織
の
実
現
（
独
占
的
地
位
の
形
成
や

そ
の
打
破
）」
を
提
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
期
戦
略
指
針「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
25
」（
20
07
年（
平
成
19
年
）
6月
閣
議
決
定
）

で
も
、「
技
術
の
革
新
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
と
は
全
く

違
っ
た
新
た
な
考
え
方
、
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
、
新
た
な
価

値
を
生
み
出
し
、
社
会
的
に
大
き
な
変
化
を
起
こ
す
こ
と
」
と

し
て
定
義
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

技
術
開
発
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
価
値
の
創
出
や
社
会
シ
ス

テ
ム
の
変
革
・
社
会
実
装
を
含
む
、
統
合
的
な
概
念
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
各
国
で
は
、
環
境
・
経
済
・
社
会
の
中
長
期
的
な
あ
る

べ
き
姿
と
達
成
す
べ
き
目
標
に
つ
い
て
国
の
戦
略
と
し
て
定
め

る
と
と
も
に
、
目
標
達
成
に
向
け
た
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
策
を
進
め
て
い
ま
す
（
表
4-
1-
1）
。
ド
イ
ツ
に
お

け
る「
En
er
gy
 C
on
ce
pt
」（
20
10
）で
は
、
20
50
年
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
80
-9
5%
削
減（
19
90
年
比
）に
向
け
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
示
し
て
お
り
、
20
50
年
ま
で
に
、
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
う
ち
60
%
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
中
国
で
は
、
第
12
次
5カ
年
計
画（
20
11
）

に
お
い
て
、
20
15
年
ま
で
に
G
D
P当
た
り
二
酸
化
炭
素
排
出

量
を
20
10
年
比
で
17
%
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、

20
11
年
～
20
15
年
の
間
、
環
境
関
連
産
業
に
約
46
80
億
ド
ル

の
投
資
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
韓
国
で
は
、
低
炭
素
型
グ
リ
ー

ン
成
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
し
、
3つ
の
方
向
性
と
10
の
個
別

分
野
で
目
標
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
14
10
～
16
00
億
ド
ル

の
生
産
波
及
と
15
6～
18
1万
人
の
雇
用
が
グ
リ
ー
ン
産
業
に

よ
っ
て
創
出
さ
れ
る
見
通
し
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
に
お
い
て
も
、
新
成
長
戦
略（
20
10
年（
平
成
22
年
）

6月
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

促
進
や
総
合
的
な
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
20
20
年
ま
で

に「
50
 兆
円
超
の
環
境
関
連
新
規
市
場
」、
「
14
0 
万
人
の
環
境

分
野
の
新
規
雇
用
」、
「
日
本
の
民
間
ベ
ー
ス
の
技
術
を
活
か
し

た
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
量
を
13
億
ト
ン
以
上
と
す
る
こ

と（
日
本
全
体
の
総
排
出
量
に
相
当
）」
を
実
現
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
①「
固
定
価
格
買
取
制
度
」の
導
入
等
に
よ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
急
拡
大
、
②
環
境
未
来
都
市
構
想
、
③
森
林
・

林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
3つ
が
、
同
戦
略
を
推
進
す
る
た
め
の
重
点

施
策
で
あ
る
国
家
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

10
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第 4 章

　
世 界 を リ ー ド す る グ リ ー ン 成 長 国 家 の 実 現 に 向 け て

第
1
部
│
第
4
章
　
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
グ
リ
ー
ン
成
長
国
家
の
実
現
に
向
け
て

平
成
23
年
度

2．
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
施
策

　
前
項
で
見
た
と
お
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
新
た
な
価
値
の

創
出
や
社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
革
・
社
会
実
装
を
含
む
統
合
的
な

概
念
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

側
面
か
ら
政
策
的
支
援
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。
本
項
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
を
下
支
え
す
る

役
割
を
果
た
す
施
策
に
つ
い
て
、
主
に
技
術
開
発
と
金
融
の
観

点
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

（
1）
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
環
境
技
術

ア
）
環
境
研
究
・
環
境
技
術
開
発
の
目
指
す
べ
き
方
向
性

新
た
な
技
術
を
生
み
出
す
た
め
の
投
資
で
あ
る
技
術
開
発
は
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
一
つ
の
重
要
な
側
面
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
我
が
国
に
は
、
公
害
や
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
と
い
っ
た
課
題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
国
際
競
争
の
中
で
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
環
境
技
術
力
を
培
っ
て
き
た
と
い
う
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
層
の
拡
大
を
図
り
、
世
界
と
我
が
国
の
環

境
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
技
術
開
発
に
よ
る
成
果
を
効
率
的
に
あ
げ
る
た
め
に
は
、
出

口
を
見
据
え
た
研
究
開
発
の
重
点
化
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
中

央
環
境
審
議
会
は
、
中
長
期
（
20
20
 年
、
20
50
 年
）
の
あ
る

べ
き
姿
を
に
ら
み
な
が
ら
今
後
5年
間
で
取
り
組
む
べ
き
環
境

研
究
・
技
術
開
発
の
重
点
課
題
や
そ
の
効
果
的
な
推
進
方
策
を

明
ら
か
に
し
た
答
申
と
し
て
、2
01
0年
（
平
成
22
年
）
6月
、「
環

境
研
究
・
環
境
技
術
開
発
の
推
進
戦
略
」（
以
下「
推
進
戦
略
」と

い
う
。）
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
同
戦
略
で
は
、
持
続
可
能
な

社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
①
脱
温
暖
化
社
会
、
②
循
環
型
社
会
、

③
自
然
共
生
社
会
、
④
安
全
が
確
保
さ
れ
る
社
会
の
達
成
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
4つ
の
個
別
領
域
の
研
究
・

技
術
開
発
に
加
え
、
中
長
期
の
あ
る
べ
き
社
会
像
に
関
す
る
総

合
的
研
究
（
全
領
域
共
通
分
野
）、
複
数
の
領
域
に
ま
た
が
る
横

断
的
研
究
（
領
域
横
断
分
野
）、
技
術
の
社
会
実
装
を
進
め
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
や
社
会
シ
ナ
リ
オ
等
の
研
究
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す（
表
4-
1-
2）
。
20
11
年（
平
成
23
年
）
7月
に

は
推
進
戦
略
の
第
1回
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
例
え

ば
全
領
域
共
通
の
課
題
と
し
て
、
資
源
の
戦
略
的
利
用
に
と
も

な
う
安
全
・
安
心
の
確
保
、
気
候
変
動
及
び
そ
の
対
策
と
持
続

可
能
性
と
の
相
互
関
係
の
明
確
化
、
あ
る
べ
き
社
会
へ
の
転
換

に
向
け
て
の
動
機
付
け
と
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
同
定
等
の
学
際
的

課
題
へ
の
取
組
の
強
化
等
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

イ
）
環
境
技
術
の
普
及
の
た
め
の
政
策
支
援

　
推
進
戦
略
に
お
い
て
示
さ
れ
た
方
向
性
の
下
、
新
し
い
技
術

の
普
及
を
進
め
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
技
術
の
成
熟
度

英
国

資
料
：
環
境
省

Lo
w
 C
ar
bo
n 

In
du
st
ry
 S
tr
at
eg
y （
20
09
） 

・
洋
上
風
力
や
潮
力
と
い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
を
は
じ
め
、
低
炭
素
型
の
自

動
車
の
普
及
、
化
学
産
業
の
低
炭
素
化
な
ど
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、
英
国
の
産
業
競

争
力
を
強
化
す
る
た
め
の
行
動
計
画
を
提
示
。

・
20
15
年
ま
で
に
40
万
人
の
雇
用
を
創
出
。

ド
イ
ツ

En
er
gy
 C
on
ce
pt
 （
20
10
）
・
20
50
年
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
80
-9
5%
削
減
（
19
90
年
比
）
に
向
け
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
。

・
20
50
年
ま
で
に
、
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
う
ち
60
%
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

賄
う
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

ア
メ
リ
カ

A
m
er
ic
an
 R
ec
ov
er
y 
an
d 

Re
in
ve
st
m
en
t A
ct
 o
f 

20
09
（
A
RR
A
）

・
20
09
年
2
月
に
可
決
し
た
景
気
刺
激
策
。
総
額
7,
87
0
億
ド
ル
の
う
ち
、
94
0
億
ド

ル
を
省
エ
ネ
、再
エ
ネ
、水
、廃
棄
物
、大
量
輸
送
機
関
な
ど
環
境
分
野
の
投
資
に
充
当
。

・
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
よ
っ
て
、
20
12
年
を
通
じ
て
約
72
万
人
分
の
雇

用
創
出
を
見
込
む
。

中
国

第
12
次
5
カ
年
計
画

（
20
11
）

・
20
11
年
か
ら
20
15
年
ま
で
の
国
家
5
カ
年
計
画
。

・
20
15
年
ま
で
に
G
D
P当
た
り
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
20
10
年
比
で
17
%
削
減
す

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

・
20
11
年
～
20
15
年
の
間
、
環
境
関
連
産
業
に
約
46
80
億
ド
ル
を
投
資
予
定
し
て
お

り
、
産
業
の
規
模
は
20
15
年
に
約
74
30
億
ド
ル
に
達
す
る
見
込
。

・
削
減
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
20
11
年
11
月
に
中
国
国
務
院
は
二
酸
化
炭
素
削
減
の

行
動
計
画
を
承
認
し
た
。

韓
国

G
re
en
 G
ro
w
th
 K
or
ea

（
20
08
）

・
低
炭
素
型
グ
リ
ー
ン
成
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
。

・
3
つ
の
方
向
性
と
10
の
個
別
分
野
で
目
標
を
設
定
し
て
お
り
、
実
施
期
間
は
20
09
年

か
ら
20
13
年
の
5
年
間
。

・
14
10
～
16
00
億
ド
ル
の
生
産
波
及
。
15
6～
18
1
万
人
の
雇
用
が
グ
リ
ー
ン
産
業

に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る
見
通
し
。

表
4-
1-
1　
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
各
国
の
取
組

10
4

出
典

：
環

境
省「

平
成

24
年

版
環

境
・

循
環

型
社

会
・

生
物

多
様

性
白

書
」（

第
１

部
第

４
章

第
1節

 グ
リ

ー
ン

経
済

と
グ

リ
ー

ン
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
）
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第
1
節
　
グ
リ
ー
ン
経
済
と
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
応
じ
た
形
で
適
切
な
政
策
対
応
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
対
策
を
例
に
、
環
境
技
術
の
普

及
に
関
す
る
政
策
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
対
策
に
つ
い
て
、
縦
軸
に

「
温
室
効
果
ガ
ス
を
1単
位
削
減
す
る
の
に
必
要
な
費
用
」（
二
酸

化
炭
素
換
算
ト
ン
当
た
り
削
減
費
用
、
以
下「
削
減
費
用
」と
い

う
。）
、
横
軸
に「
実
現
し
得
る
削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
大
き
さ
」

を
取
り
、
コ
ス
ト
の
低
い
も
の
か
ら
順
に
並
べ
て
表
現
し
た
も

の
を
、
削
減
コ
ス
ト
カ
ー
ブ
と
い
い
ま
す
。
削
減
コ
ス
ト
カ
ー

ブ
は
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
個
々
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
対
策

の
コ
ス
ト
及
び
規
模
の
比
較
や
全
体
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

見
込
量
の
把
握
等
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。図
4-
1-
1は
、

世
界
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
対
策
を
表
す
削
減
コ
ス
ト

カ
ー
ブ
の
例
で
す
。

　
削
減
費
用
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
光
熱
費
の
削
減
効
果

等
に
よ
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
の
値
を
と
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
対
策
は
実
行
に
移
し
た
ほ
う
が
経
済
的
利
益
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
え
ま
す
（
図
4-
1-
1に
お
い
て
左
方
に
位
置
す

出
典
：
環
境
省
　「
環
境
研
究
・
環
境
技
術
開
発
の
推
進
戦
略
」

1．
長
期
的
な
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
の
あ
る
べ
き
社
会
（
持
続
可
能
社
会
）
に
係
る
研
究

2．
持
続
可
能
社
会
へ
の
転
換
に
係
る
研
究

3．
ア
ジ
ア
地
域
を
は
じ
め
と
し
た
国
際
的
課
題
へ
の
対
応

4．
複
数
領
域
に
同
時
に
寄
与
す
る
W
in
-W
in
型
の
研
究
開
発

5．
複
数
領
域
間
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
解
消
す
る
研
究
開
発

6．
環
境
要
因
に
よ
る
社
会
へ
の
影
響
と
適
応

7．
低
炭
素
で
気
候
変
動
に
柔
軟
に
対
応
す
る
シ
ナ
リ
オ
づ
く
り

8．
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
分
野
で
の
低
炭
素
化
技
術
の
推
進

9．
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
の
低
炭
素
化
技
術
の
推
進

10
．
地
球
温
暖
化
現
象
の
解
明
と
適
応
策

11
．
3R
・
適
正
処
理
の
徹
底

12
．
熱
回
収
効
率
の
高
度
化

13
．
レ
ア
メ
タ
ル
等
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
構
築

14
．
生
物
多
様
性
の
確
保

15
．
国
土
・
水
・
自
然
資
源
の
持
続
的
な
保
全
と
利
用

16
．
化
学
物
質
等
の
未
解
明
な
リ
ス
ク
・
脆
弱
性
を
考
慮
し
た
リ
ス
ク
の
評
価
・
管
理

17
．
健
全
な
水
・
大
気
の
循
環

領
域

重
点
課
題

個
別
領
域
④

安
全
が
確
保
さ
れ
る
社
会

個
別
領
域
③

自
然
共
生
型
社
会

個
別
領
域
②

循
環
型
社
会

個
別
領
域
①

脱
温
暖
化
社
会

領
域
横
断

全
領
域
共
通

表
4-
1-
2　
環
境
研
究
・
環
境
技
術
開
発
の
推
進
戦
略
に
お
け
る
各
領
域
と
そ
の
重
点
課
題

削
減
費
用

（ユ
ーロ
/二
酸化
炭素
換算
トン
）

家
庭
用
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

実
行
し
な
い
と

後
悔
す
る
案
件

（
政
策
に
よ
る
バ
リ
ヤ
ー
除
去
）

低
コ
ス
ト
で

コ
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

（
政
策
に
よ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
）

相
当
額
の
コ
ス
ト

（
カ
ー
ボ
ン
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
）

5
10

15
20

25
30

35
38

資
料
：
M
ck
in
se
y 
＆
 C
om
pa
ny
「
Pa
th
w
ay
s 
to
 a
 L
ow
-C
ar
bo
n 
Ec
on
om
y 
V
er
si
on
 2
 o
f t
he
 G
lo
ba
l G
re
en
ho
us
e 
G
as
 A
ba
te
m
en
t C
os
t C
ur
ve
」
よ
り

環
境
省
作
成
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10
0

家
庭
用
照
明
 白
熱
球
か
ら
LE
D
へ
変
換

商
業
用
施
設
の
断
熱
改
装

モ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化

農
作
好
適
地
の
養
分
管
理

石
炭
殻
（
ク
リ
ン
カ
）
を
石
炭
灰
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
）
で
代
用

埋
立
て
地
ガ
ス
に
よ
る
発
電

そ
の
他
の
産
業
の
効
率
化

米
穀
管
理

第
1
世
代
の
バ
イ
オ
燃
料

小
規
模
水
力
発
電

焼
畑
農
業
へ
の
転
換
を
削
減

放
牧
地
転
換
の
削
減

草
原
管
理

地
熱有
機
土
壌
復
元

建
築
効
率
化
（
新
規
建
築
）

第
2
世
代
の
バ
イ
オ
燃
料

荒
廃
地
の
復
元

放
牧
地
の
林
野
化原
子
力

荒
廃
森
林
の
復
元

太
陽
熱
発
電

プ
ラ
グ
イ
ン
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車

太
陽
光
発
電

低
集
約
農
業
へ
の
転
換

発
電
所
に
お
け
る

バ
イ
オ
マ
ス
共
燃
焼
石
炭

石
炭
C
C
S（
新
設
）

鉄
鋼
C
C
S（
新
設
）

石
炭
C
C
S（
改
造
）

ガ
ス
・
プ
ラ
ン
ト
C
C
S（
改
造
）

低
浸
透
風
力

家
庭
用
電
化
製
品

家
庭
用
冷
暖
房
改
装

耕
運
・
残
滓
管
理

住
宅
断
熱
改
装

全
面
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
化

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル

高
浸
透
風
力

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

（
10
億
二
酸
化
炭
素
換
算
ト
ン
/年
）

高
コ
ス
ト

（
研
究
開
発
と
実
証
）

図
4-
1-
1　
削
減
コ
ス
ト
カ
ー
ブ
の
例

10
5
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世 界 を リ ー ド す る グ リ ー ン 成 長 国 家 の 実 現 に 向 け て

第
1
部
│
第
4
章
　
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
グ
リ
ー
ン
成
長
国
家
の
実
現
に
向
け
て

平
成
23
年
度

る
対
策
）。
一
方
、
削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
こ
そ
大
き
い
も
の
の

削
減
費
用
が
高
い
対
策
は
、
研
究
開
発
や
実
証
を
通
じ
て
、
対

策
の
正
味
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す（
図
4-
1-
1に
お
い
て
右
方
に
位
置
す
る
対
策
）。

　
な
お
、
削
減
費
用
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
機
器
等
の
イ
ニ
シ

ャ
ル
コ
ス
ト
や
耐
用
年
数
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
、
前
提

条
件
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で

す（
図
4-
1-
2）
。

　
削
減
費
用
が
大
き
な
値
を
取
る
対
策
に
つ
い
て
は
、
研
究
開

発
等
に
よ
っ
て
生
産
性
の
向
上
と
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
国
に
よ
る
研
究
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
成
果
を
挙
げ
た
例
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
の
研
究

開
発
に
対
す
る
国
の
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
我
が
国
の
太
陽
電
池
生
産
量
は
、
長
ら
く
世
界
一
を
続
け
、

20
05
年
ま
で
は
世
界
シ
ェ
ア
の
約
半
分
を
占
め
る
な
ど
、
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
で
し
た
。
ま
た
変
換
効
率
に
お
い
て
は
、

今
も
世
界
最
高
水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
は
、
我
が
国
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
開
発
の
成

果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
そ
の
後
、
日
本
の
太
陽

電
池
生
産
量
の
世
界
シ
ェ
ア
は
減
少
し
、
20
08
 年
に
は
ド
イ

ツ
、 
中
国
の
後
塵
を
拝
す
る
状
況
に
な
り
ま
し
た（
図
4-
1-
3）
。

そ
こ
で
、
太
陽
光
発
電「
世
界
一
」奪
還
へ
向
け
て
、
次
世
代
技

術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
て
い
ま
す
。

　
太
陽
電
池
の
重
要
な
性
能
の
一
つ
に
、
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す
る「
変
換
効
率
」が
あ
り
ま
す
。
現

在
、
導
入
さ
れ
て
い
る
太
陽
電
池
の
約
80
%
を
占
め
る
シ
リ
コ

ン
結
晶
の
太
陽
電
池
は
、
市
販
製
品
で
最
高
20
%
程
度
の
変
換

効
率
を
有
し
て
い
ま
す
。
太
陽
光
発
電
を
さ
ら
に
普
及
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
、
狭
い
面
積
で
も
十
分
な
発
電
量
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
、
こ
の
変
換
効
率
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

（
N
ED
O
）で
は
、
新
材
料
・
新
規
構
造
等
を
利
用
し
て
太
陽
光

発
電
の「
変
換
効
率
40
％
」か
つ「
発
電
コ
ス
ト
が
汎
用
電
力
料

金
並
み
（
7円
/k
W
h）
」
達
成
の
た
め
の
探
索
研
究
を
行
い
、

20
50
年
ま
で
の
実
現
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、「
革

新
的
太
陽
光
発
電
技
術
研
究
開
発
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
20
11
年（
平
成
23
年
）
11
月
、
シ
ャ

ー
プ
株
式
会
社
が
太
陽
光
を
高
い
効
率
で
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
換
す
る
化
合
物
3接
合
型
太
陽
電
池
で
、
世
界
最
高
変
換
効

率
36
.9
％
を
達
成
し
ま
し
た
。
本
成
果
に
よ
っ
て
、
こ
の
目
標

の
達
成
が
大
き
く
促
進
さ
れ
、
高
効
率
太
陽
電
池
が
早
期
に
実

用
化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
削
減
費
用
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
対
策
に
つ
い
て
は
、

導
入
に
よ
っ
て
経
済
的
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
削

減
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
存
在
や
講
ず
べ
き
対
策
に
関
す
る
情
報
の

不
足
等
に
よ
り
、
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
も
の
が
少
な
か
ら
ず

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
対
策
の
普
及
策
と
し
て
、
事
業
者
向
け
の
事
業
で

①
＋
②

（
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
÷
耐
用
年
数
）

＋
年
間
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

③ 対
策
導
入
に
よ
る
年
間
の
節
約
費
用

（
主
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
も
の
）

対
策
を
導
入
し
た
と
き
の

削
減
費
用

④
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

年
間
削
減
費
用（
ユ
ー
ロ
/二
酸
化
炭
素
換
算
ト
ン
）

　
＝
①（
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
÷
耐
用
年
数
）

　
＋
②
年
間
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

　
－
③
対
策
導
入
に
よ
る
年
間
の
節
約
費
用（
主
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
も
の
）

　
　
÷
④
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

資
料
：
環
境
省

図
4-
1-
2　
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
係
る
対
策
ご
と
の
削
減
費
用

の
考
え
方

そ
の
他
の
地
域

中
国
・
台
湾

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ア
メ
リ
カ

日
本

資
料
：
環
境
省0
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00
0
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,0
00
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,0
00
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,0
00

25
,0
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.7
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.8

44
.7

48
.9

50
.3

47
.3
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.8

24
.6

17
.6

14
.1

9.
1

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

0204060

世 界 に 占 め る 日 本 の シ ェ ア( ％)

図
4-
1-
3　
世
界
に
お
け
る
太
陽
電
池
生
産
量
の
推
移

10
6

出
典

：
環

境
省「

平
成

24
年

版
環

境
・

循
環

型
社

会
・

生
物

多
様

性
白

書
」（

第
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部
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４
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第
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第
1
節
　
グ
リ
ー
ン
経
済
と
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

あ
る
「
二
酸
化
炭
素
削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
診
断
・
対
策
提
案
事

業
」
で
は
、
環
境
省
が
派
遣
す
る
診
断
機
関
が
、
工
場
や
ビ
ル

等
に
お
け
る
設
備
の
導
入
・
運
用
状
況
等
を
無
料
で
計
測
・
診

断
し
て
お
り
、
二
酸
化
炭
素
削
減
・
節
電
の
た
め
に
有
効
と
考

え
ら
れ
る
設
備
導
入
や
運
用
改
善
等
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
者
に
お
け
る
費
用
効
果
的
な
対
策
の

実
施
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
向
け
の
事
業
で
あ
る

「
家
庭
エ
コ
診
断
推
進
基
盤
整
備
事
業
」
で
は
、
家
庭
向
け
の
エ

コ
診
断（
通
称「
う
ち
エ
コ
診
断
」）
の
推
進
の
た
め
、
公
平
か
つ

正
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
確
保
す
る
診
断
ツ
ー
ル
を
開
発
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
診
断
事
業
が
地
方
公
共
団
体
や
民
間
企
業

等
に
お
い
て
適
切
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
気
候
や
居
住
形
態
、

ま
た
実
施
者
の
事
業
形
態
に
応
じ
て
、
診
断
の
効
果
や
信
頼
性

の
あ
る
診
断
手
法
等
を
検
証
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
や
資
格
制

度
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
エ
コ
診
断
は
、
家
庭
の
ゼ

ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
を
実
現
さ
せ
る
た
め
新
成
長
戦
略
に
お

い
て
創
設
が
謳
わ
れ
て
い
る「
環
境
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
制
度
」の

中
核
を
成
す
制
度
で
あ
り
、
本
格
実
施
に
向
け
て
、
診
断
ツ
ー

ル
の
改
善
及
び
よ
り
効
果
的
な
診
断
手
法
の
検
討
を
行
う
と
と

も
に
、
中
立
性
と
信
頼
性
を
担
保
す
る
た
め
の
要
件
、
資
格
制

度
化
に
向
け
た
検
討
を
今
後
行
う
予
定
で
す（
図
4-
1-
4）
。

　
ま
た
、
削
減
費
用
が
ゼ
ロ
近
辺
も
し
く
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
高
額
で
あ
る
た
め
に
導

入
が
進
ま
な
い
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
初
期
投
資
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
対
策
が
効
果
的
で
す
。
環
境
省
で
は
、

自
治
体

診
断
実
施
団
体

自
治
体

診
断
実
施
団
体

診
断
支
援
体
制
の
確
立

地
域
の
低
炭
素
事
業
等
の
一
環
と
し
て
実
施

診
断
ツ
ー
ル
の
提
供
、

資
格
制
度
に
よ
る
診
断
員
の
供
給

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
バ
の
運
用

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の「
見
え
る
化
」

＆
家
庭
の
実
情
に
合
わ
せ
た
提
案

診
断
員

家
庭 “
環
境
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
”
へ
の
発
展

・
具
体
的
な
情
報
提
供
や
行
動
支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
行
う

▶
う
ち
エ
コ
診
断
の
実
施
が
ベ
ー
ス

▶
機
器
の
提
案
・
見
積
も
り
、
関
連
団
体
や
業
者
の
紹
介

▶
補
助
金
等
の
各
種
制
度
の
活
用
支
援

▶
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
の
充
実
（
継
続
的
な
相
談
等
）

地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

分
野
横
断
的
な

全
国
規
模
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

診
断
員

診
断

資
料
：
環
境
省

診
断
実
施

団
体

診
断
実
施

民
間
企
業

民
間
企
業
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
実
施

平
成
23
年
度
は
、
19

自
治
体
に
て
自
主
的
に

試
行
実
施

平
成
23
年
度
は
、

2
社
が
試
行
実
施

平
成
23
年
度
は
約
8,
00
0

件
の
家
庭
を
診
断

家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
情
報

確
か
な

行
動
変
容

対
面
方
式
で

約
50
分
間
の
診
断

図
4-
1-
4　
う
ち
エ
コ
診
断
の
概
要
と
将
来
の
展
開

リ
ー
ス
契
約

補
助
金
の
申
請

リ
ー
ス
料

の
低
減

補
助
金
の
申
請
の

審
査
・
交
付

補
助
金

資
料
：
環
境
省

補
助
対
象
製
品
の
例

・
家
庭
向
け
：
太
陽
光
パ
ネ
ル
　
等

・
事
業
者
向
け
：
高
効
率
ボ
イ
ラ
ー
、
高
効
率
空
調
、
高
効
率
冷
凍
冷

蔵
庫
、
高
効
率
建
設
機
械
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
　
等

リ ー ス 先 （ 家 庭 ・ 事 業 者 ）

指 定 リ ー ス 事 業 者

民 間 団 体 （ 公 募 ）

国 （ 環 境 省 ）

図
4-
1-
5　
家
庭
・
事
業
者
向
け
エ
コ
リ
ー
ス
促
進
事
業
の
ス

キ
ー
ム
図
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平
成
23
年
度

平
成
23
年
度
よ
り
、
家
庭
・
中
小
企
業
等
が
頭
金
な
し
の
リ
ー

ス
に
よ
り
低
炭
素
機
器
を
導
入
し
た
場
合
に
、
リ
ー
ス
料
の
一

部
に
つ
い
て
補
助
を
行
う
事
業
を
開
始
し
ま
し
た（
図
4-
1-
5）
。

具
体
的
に
は
、
リ
ー
ス
料
総
額
の
3％
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
23
年
11
月
か
ら
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

域
の
復
興
に
資
す
る
た
め
、
岩
手
県
、
宮
城
県
又
は
福
島
県
に

お
け
る
低
炭
素
機
器
に
係
る
リ
ー
ス
契
約
に
限
定
し
て
補
助
率

を
10
％
に
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。
本
事
業
は
、
23
年
度
に
お
い

て
は
主
に
事
業
者
向
け
の
高
効
率
設
備
（
高
効
率
ボ
イ
ラ
ー
、

高
効
率
空
調
、
高
効
率
冷
凍
冷
蔵
庫
な
ど
）
等
で
多
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
家
庭
向
け
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
さ
ら
に

多
く
の
低
炭
素
機
器
で
の
利
用
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
温

暖
化
対
策
以
外
に
も
、
日
々
の
暮
ら
し
の
快
適
化
、
低
炭
素
機

器
の
普
及
に
伴
う
製
品
価
格
の
低
下
、
内
需
の
拡
大
、
産
業
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

我
が
国
の
環
境
技
術
の
国
際
優
位
性
に
つ
い
て

　
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
環
境
技
術
の
革
新

を
促
す
に
当
た
っ
て
は
、
優
位
性
を
持
つ
環
境
技
術
の
国
際

標
準
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
獲
得
し
て
い
く
な
ど
知
的
財
産
戦
略

な
ど
も
含
め
た
総
合
的
な
対
応
を
国
を
挙
げ
て
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
環
境
技
術
に
つ
い
て
の
国
際
、
国

内
特
許
出
願
数
の
時
系
列
変
遷
等
を
分
析
し
た
「
平
成
23
年

度
　
環
境
経
済
の
政
策
研
究
　
日
本
の
環
境
技
術
の
優
位
性

と
国
際
競
争
力
に
関
す
る
分
析
・
評
価
及
び
グ
リ
ー
ン
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
関
す
る
研
究
（
角
南
篤
 政
策
研
究
大

学
院
大
学
准
教
授
ほ
か
）」
に
お
い
て
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
例
え
ば
太
陽
光
発
電
技
術
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
は

19
70
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
等
を
踏
ま
え
、
サ
プ
ラ
イ

サ
イ
ド
を
重
視
し
た
政
策
支
援
を
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
等
に

基
づ
き
進
め
て
き
ま
し
た
が
、我
が
国
の
関
連
企
業
の
国
内
、

国
際
の
特
許
出
願
数
の
変
遷
に
つ
い
て
分
析
す
る
と
、
我
が

国
に
優
位
性
の
あ
っ
た
環
境
技
術
の
知
的
財
産
管
理
に
世
界

戦
略
の
視
点
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
や
、
需
要
サ
イ
ド
の

刺
激
策
な
ど
に
よ
っ
て
日
本
企
業
の
優
位
性
が
確
立
し
き
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
下
記
2つ
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
我
が
国
の
政
策
支
援
の

結
果
と
し
て
19
80
年
代
前
半
の
関
連
技
術
の
国
内
特
許
出

願
数
に
お
い
て
は
日
本
メ
ー
カ
ー
が
他
国
メ
ー
カ
ー
を
上
回

っ
て
い
ま
し
た
が
、
国
際
特
許
出
願
数
に
お
い
て
は
、
技
術

的
に
優
位
で
あ
っ
た
同
年
代
に
お
い
て
も
国
内
特
許
ほ
ど
の

出
願
数
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
等
で
太

陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
固
定

価
格
買
取
制
度
と
い
っ
た
需
要
サ
イ
ド
を
重
視
し
た
政
策
が

導
入
さ
れ
世
界
的
に
太
陽
光
発
電
市
場
の
拡
大
が
進
ん
だ

20
00
年
代
以
降
の
国
際
特
許
出
願
数
に
お
い
て
は
、
技
術

的
に
優
位
に
あ
っ
た
は
ず
の
日
本
の
メ
ー
カ
ー
で
は
な
く
、

外
国
の
メ
ー
カ
ー
が
多
数
に
上
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
19
80
年
代
に
は
日
本
企
業
の
国
内
特
許
出
願
が

進
み
ま
し
た
が
、
そ
の
特
許
が
切
れ
る
20
年
後
の
20
00
年

以
降
に
外
国
メ
ー
カ
ー
の
国
際
特
許
の
出
願
数
が
増
え
て
い

る
こ
と
と
の
関
係
性
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
は
あ
く
ま
で
特
許
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
分
析
結
果
で

す
が
、
我
が
国
の
優
れ
た
環
境
技
術
を
国
際
標
準
と
し
て
広

く
普
及
を
促
し
世
界
的
な
市
場
を
獲
得
し
て
い
く
た
め
に
は
、

あ
る
時
点
で
優
位
性
を
持
つ
環
境
技
術
に
つ
い
て
は
、
中
長

期
的
な
視
野
を
持
っ
て
供
給
サ
イ
ド
、
需
要
サ
イ
ド
の
両
面

か
ら
国
内
市
場
に
お
け
る
普
及
を
促
す
の
み
な
ら
ず
、
国
際

的
な
潮
流
も
見
据
え
、
知
的
財
産
戦
略
等
も
含
め
た
国
際
面

を
重
視
し
た
総
合
的
な
政
策
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
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グ
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・
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ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
）

90



第
1
節
　
グ
リ
ー
ン
経
済
と
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
2）
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
環
境
金
融

　
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

1,
40
0兆
円
を
超
え
る
我
が
国
の
個
人
金
融
資
産
を
含
め
、
国

内
外
の
資
金
が
、
環
境
保
全
に
資
す
る
事
業
活
動
に
対
し
て
効

率
的
か
つ
十
分
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
環
境
金
融
の
具
体
的
役
割
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
環
境
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
事
業
に
資
金
が
直
接
使
わ

れ
る
投
融
資
で
す
。
そ
の
具
体
的
な
資
金
使
途
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
が
、
例
え
ば
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
、「
地
球
温

暖
化
対
策
に
係
る
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
環
境
大
臣
試
案
）」

で
は
、
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
住
宅
・
建
築
物
（
断
熱
化
、
高

効
率
給
湯
器
、
省
エ
ネ
家
電
等
）、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太

陽
光
発
電
、
風
力
発
電
等
）
な
ど
に
今
後
10
年
間
で
数
十
～

10
0兆
円
程
度
の
追
加
的
な
資
金
が
必
要
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
地
球
温
暖
化
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
の
保
全
の
た
め

の
取
組
に
対
し
て
、
的
確
に
資
金
を
供
給
す
る
こ
と
が
、
金
融

の
大
き
な
役
割
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す（
表
4-
1-
3）
。

　
も
う
一
つ
は
、
企
業
行
動
に
環
境
へ
の
配
慮
を
組
み
込
も
う

と
す
る
経
済
主
体
を
評
価
・
支
援
す
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な

取
組
を
促
す
投
融
資
で
す
。
環
境
と
い
う
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
企
業
に
対
し
て
資
金
を
供
給
す
る
こ
と
は
、
C
SR
（
企
業

松
下
電
器
産
業

（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

シ
ャ
ー
プ

キ
ャ
ノ
ン

三
洋
電
機

（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

三
菱
電
機

日
立

松
下
電
工

サ
ム
ソ
ン

富
士
電
機

東
芝

半
導
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン

サ
ム
ソ
ン
SD
I

IB
M
N
EC
シ
ー
メ
ン
ス

工
業
技
術
院

フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー

コ
ダ
ッ
ク

富
士
通

キ
ャ
ノ
ン

シ
ャ
ー
プ

サ
ム
ソ
ン

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン

サ
ム
ソ
ン
SD
I

三
洋
電
機

（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

三
菱
電
機

コ
ダ
ッ
ク

フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー

N
EC
東
芝
日
立
IB
M
シ
ー
メ
ン
ス

松
下
電
器
産
業

（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

富
士
通

富
士
電
機

工
業
技
術
院

半
導
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所

松
下
電
工

資
料
：
政
策
研
究
大
学
院
大
学
　
角
南
篤
准
教
授
ほ
か
論
文
よ
り
環
境
省
作
成

02040608010
0

12
0

14
0

16
0

18
0 051015202530354045

2 0 0 8

2 0 0 7

2 0 0 6

2 0 0 5

2 0 0 4

2 0 0 3

2 0 0 2

2 0 0 1
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1 9 9 8

1 9 9 7

1 9 9 6

1 9 9 5

1 9 9 4

1 9 9 3

1 9 9 2

1 9 9 1

1 9 9 0

1 9 8 9

1 9 8 8

1 9 8 7

1 9 8 6

1 9 8 5

1 9 8 4

1 9 8 3
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1 9 8 1

1 9 8 0

1 9 7 9

1 9 7 8

1 9 7 7

1 9 7 6

1 9 7 4

2 0 0 9

2 0 0 8

2 0 0 7

2 0 0 6

2 0 0 5

2 0 0 4

2 0 0 3

2 0 0 2

2 0 0 1

2 0 0 0

1 9 9 9

1 9 9 8

1 9 9 7

1 9 9 6

1 9 9 5

1 9 9 4

1 9 9 3

1 9 9 2

1 9 9 1

1 9 9 0

1 9 8 9

1 9 8 8

1 9 8 7

1 9 8 6

1 9 8 5

1 9 8 4

1 9 8 3

1 9 8 2

1 9 8 1

1 9 8 0

1 9 7 9

1 9 7 8

1 9 7 7

1 9 7 6

1 9 7 5

1 9 7 4

1 9 7 3

太
陽
光
発
電
技
術
に
お
け
る
自
国
特
許
出
願
ト
ッ
プ
20
の
企
業
・
機
関
の
時
系
列
変
遷

太
陽
光
発
電
技
術
に
お
け
る
国
際
特
許
出
願
ト
ッ
プ
20
の
企
業
・
機
関
の
時
系
列
変
遷

10
9

第 4 章

　
世 界 を リ ー ド す る グ リ ー ン 成 長 国 家 の 実 現 に 向 け て

第
1
部
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第
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世
界
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リ
ー
ド
す
る
グ
リ
ー
ン
成
長
国
家
の
実
現
に
向
け
て

平
成
23
年
度

の
社
会
的
責
任
）
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
う

し
た
取
組
が
社
会
に
広
く
浸
透
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の

「
環
境
力
」
が
競
争
力
に
つ
な
が
り
、
企
業
の
環
境
の
取
組
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
一
般
企
業
及
び
金
融
機
関
を
対
象
と
し
て
環
境
省
が
20
11

年（
平
成
23
年
）に
実
施
し
た
意
識
調
査
に
よ
れ
ば
、
社
会
的
な

要
請
の
高
ま
り
や
環
境
規
制
・
法
令
の
厳
格
化
な
ど
を
背
景
に
、

多
く
の
企
業
で
は
、
環
境
課
題
を
事
業
の
成
長
要
因
、
環
境
リ

ス
ク
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
経
営
上
の
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
（
図
4-
1-
6）
。
ま
た
、
多
く
の
金
融
機
関
に
と
っ

て
も
、
社
会
的
な
要
請
の
高
ま
り
の
み
な
ら
ず
顧
客
企
業
へ
の

持
続
可
能
な
投
融
資
（
顧
客
に
お
け
る
リ
ス
ク
軽
減
、
顧
客
の

持
続
的
な
事
業
成
長
）
の
観
点
か
ら
、
中
長
期
的
に
環
境
課
題

へ
の
対
応
を
含
め
た
企
業
の
評
価
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
（
図
4-
1-
7）
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
環
境
配
慮
型

の
投
融
資
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
金
融
機
関
に
お
け
る
環
境
課

題
へ
の
対
応
を
含
め
た
企
業
評
価
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
現

実
に
は
、
そ
の
評
価
手
法
が
十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
4-
1-
8）
。

　
こ
の
よ
う
な
評
価
手
法
の
確
立
の
た
め
に
は
、
環
境
情
報
が

適
切
に
開
示
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、
我
が
国

で
は
、
20
04
年
（
平
成
16
年
）
に
公
布
さ
れ
た
環
境
情
報
の
提

供
の
促
進
等
に
よ
る
特
定
事
業
者
等
の
環
境
に
配
慮
し
た
事
業

活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
16
年
法
律
第
77
号
）
に
お

い
て
、
大
企
業
に
環
境
配
慮
等
の
状
況
の
公
表
に
努
め
る
よ
う

求
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
企
業
に
よ
る
環
境
報
告
書
の
作
成

を
支
援
す
る
た
め
に
国
が
策
定
し
て
い
る
環
境
報
告
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
つ
い
て
も
、
投
資
家
の
視
点
を
加
味
し
た
環
境
報
告
に

関
す
る
個
々
の
論
点
を
盛
り
込
む
べ
く
、「
環
境
報
告
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
改
訂
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、
そ
の
改

訂
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
料
：
関
東
経
済
産
業
局
「
平
成
18
年
度
産
業
公
害
総
合
対
策
調
査
　
広
域
関
東
圏
に
お
け
る
環
境
技
術
シ
ー
ズ
の
事
業
可
能
性
調
査
報
告
書
」

よ
り
環
境
省
作
成

概
要

主
な
主
体

融
資 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

投
資
（
株
式
取
得
）

投
資
フ
ァ
ン
ド

将
来
金
利
を
つ
け
て
返
済
す
る
契
約
の
基
で
資
金
を
貸
す
こ
と
で
、
会
社
の
貸
借
対
照
表
上

は
「
負
債
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

企
業
の
信
用
力
や
担
保
価
値
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
力
等
に
着

目
し
、
事
業
そ
の
も
の
が
生
み
出
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
返
済
原
資
を
限
定
す
る
融
資
形

態
。
一
般
的
に
は
、
そ
の
事
業
を
行
う
た
め
だ
け
に
新
た
に
設
立
さ
れ
た
特
別
目
的
会
社

（
SP
C
：
Sp
ec
ia
l P
ur
po
se
 C
om
pa
ny
）
へ
融
資
が
行
わ
れ
る
。

資
本
金
を
提
供
（
＝
株
式
を
取
得
）
し
て
会
社
の
所
有
者
（
株
主
）
と
な
る
こ
と
。
資
本
金

は
返
済
す
る
必
要
も
利
息
を
払
う
必
要
も
無
い
が
、
株
主
は
受
益
権
（
経
済
的
利
益
を
受
け

る
権
利
：
利
益
分
配
な
ど
）
と
共
益
権
（
経
営
に
参
加
す
る
権
利
：
株
主
総
会
で
の
決
議
等
）

を
持
つ
。

「
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
契
約
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
組
成
さ
れ
た
有
限
責
任

組
合
に
投
資
家
が
資
金
を
出
資
し
、
運
用
会
社
が
そ
の
資
金
を
株
式
や
不
動
産
、
あ
る
い

は
特
定
の
事
業
な
ど
に
投
資
し
、
そ
の
運
用
で
得
た
利
益
を
投
資
家
に
分
配
す
る
。

銀
行
、
信
用
金
庫
等

都
市
銀
行
、
地
方
銀
行
、

日
本
政
策
投
資
銀
行
等

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

一
部
、
銀
行
、
信
用
金
庫
、

生
命
保
険
等

有
限
責
任
組
合
（
運
用
は

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

等
）

表
4-
1-
3　
金
融
面
で
の
支
援
の
種
別

（
％
）

10
0

50
0

社
会
的
責
任
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る

環
境
リ
ス
ク
低
減
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る

事
業
の
成
長
要
因
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る

経
営
課
題
に
は
、
含
ま
れ
て
い
な
い

無
回
答

（
20
11
年
度
一
般
企
業
向
け
意
識
調
査
）

0.
9

1.
4

89
.6

75
.1

69
.7

資
料
：
環
境
省
「
環
境
情
報
の
利
用
促
進
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
資
料
よ
り

環
境
省
作
成

n＝
22
1

図
4-
1-
6　
一
般
企
業
に
お
け
る
環
境
課
題
の
位
置
付
け

評
価
要
素
で
あ
る

27
.1
%

現
状
、
評
価
要
素
で
は
な
い
が
、

中
長
期
的
に
評
価
要
素
と
な
り
得
る

43
.8
%

わ
か
ら
な
い

20
.8
%

無
回
答

2.
1%

資
料
：
環
境
省
「
環
境
情
報
の
利
用
促
進
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
資
料
よ
り

環
境
省
作
成

n＝
48

現
状
、
評
価
要
素

で
は
な
く
、
中
長

期
的
に
も
評
価
要

素
と
な
ら
な
い

6.
3%

（
20
11
年
度
金
融
機
関
向
け
意
識
調
査
）

図
4-
1-
7　
投
融
資
先
環
境
・
社
会
的
取
組
が
評
価
要
素
と
な
る
か

0
全
く
有
効
で
な
い

1
2

3
4

5
非
常
に
有
効

2.
9

2.
9

11
.8

52
.9

26
.5

5.
9

32
.4

26
.5

38
.2

26
.5

38
.2

20
.6

2.
9

5.
9

29
.4

35
.3

17
.6

11
.8

20
.6

35
.3

32
.4

11
.8

10
0

75
50

25
0

（
％
）

資
料
：
環
境
省
「
環
境
情
報
の
利
用
促
進
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
資
料
よ
り

環
境
省
作
成

評
価
手
法
の
確
立

（
n＝
34
）

評
価
に
詳
し
い
外
部
人
材
の
利
用

（
n＝
34
）

投
融
資
先
評
価
に
当
た
る

従
業
員
へ
の
教
育
研
修

（
n＝
34
）

専
門
部
署
の
整
備

（
n＝
34
）

経
営
者
に
よ
る
積
極
的
な
推
進

（
n＝
34
）

5.
9

5.
9

（
20
11
年
度
一
般
企
業
向
け
意
識
調
査
）

図
4-
1-
8　
投
融
資
先
の
環
境
・
社
会
的
取
組
の
評
価
を
行
う
上

で
の
有
効
な
取
組

11
0

出
典

：
環

境
省「

平
成

24
年

版
環

境
・

循
環

型
社

会
・

生
物

多
様

性
白

書
」（

第
１

部
第

４
章

第
1節

 グ
リ

ー
ン
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と
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リ
ー
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イ
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ョ
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）
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第
1
節
　
グ
リ
ー
ン
経
済
と
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
ま
た
、
環
境
金
融
の
普
及
・
促
進
に
向
け
た
自
主
的
な
取
組

と
し
て
、約
30
の
我
が
国
の
金
融
機
関
が
協
働
し
、2
01
1年
（
平

成
23
年
）
10
月
に
、
環
境
金
融
へ
の
取
組
の
輪
を
広
げ
て
い
く

た
め
の
行
動
原
則
と
し
て
「
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
向
け

た
金
融
行
動
原
則
」（
21
世
紀
金
融
行
動
原
則
）
を
策
定
し
ま
し

た
。
同
原
則
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
の
た
め
に
果
た
す

べ
き
行
動
指
針
と
し
て
7つ
の
行
動
原
則
を
示
し
て
お
り
、ま
た
、

具
体
的
な
行
動
指
針
と
し
て
、「
預
金
・
貸
出
・
リ
ー
ス
業
務

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、
「
運
用
・
証
券
・
投
資
銀
行
業
務
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」、
「
保
険
業
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
3つ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
あ
わ
せ
て
策
定
し
て
い
ま
す（
表
4-
1-
4）
。同
原
則
に
は
、

平
成
24
年
4月
末
時
点
で
18
0の
金
融
機
関
が
署
名
し
て
い
ま

す
。
20
12
年
3月
に
は
署
名
金
融
機
関
に
よ
る
第
1回
総
会
が

開
催
さ
れ
、
署
名
機
関
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
ッ

ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
共
有
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
典
：「
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
向
け
た
金
融
行
動
原
則
（
21
世
紀
金
融

行
動
原
則
）」

原
則
１
．
自
ら
が
果
た
す
べ
き
責
任
と
役
割
を
認
識
し
、
予
防
的
ア
プ
ロ
ー

チ
の
視
点
も
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
通
じ
持
続
可
能
な
社

会
の
形
成
に
向
け
た
最
善
の
取
組
を
推
進
す
る
。

原
則
２
．
環
境
産
業
に
代
表
さ
れ
る
「
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
寄
与
す

る
産
業
」
の
発
展
と
競
争
力
の
向
上
に
資
す
る
金
融
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
・
提
供
を
通
じ
、
持
続
可
能
な
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の

形
成
に
貢
献
す
る
。

原
則
３
．
地
域
の
振
興
と
持
続
可
能
性
の
向
上
の
視
点
に
立
ち
、
中
小
企
業

な
ど
の
環
境
配
慮
や
市
民
の
環
境
意
識
の
向
上
、
災
害
へ
の
備
え

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

原
則
４
．
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
は
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

連
携
す
る
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
、
係
る
取
組
に
自
ら
参
画
す
る

だ
け
で
な
く
主
体
的
な
役
割
を
担
う
よ
う
努
め
る
。

原
則
５
．
環
境
関
連
法
規
の
遵
守
に
と
ど
ま
ら
ず
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
の
環
境
負
荷
の
軽
減
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

に
も
働
き
掛
け
る
よ
う
に
努
め
る
。

原
則
６
．
社
会
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
活
動
が
経
営
的
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
す
る
と
と
も
に
、
取
組
の
情
報
開
示
に
努
め
る
。

原
則
７
．
上
記
の
取
組
を
日
常
業
務
に
お
い
て
積
極
的
に
実
践
す
る
た
め
に
、

環
境
や
社
会
の
問
題
に
対
す
る
自
社
の
役
職
員
の
意
識
向
上
を
図

る
。

表
4-
1-
4　
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
向
け
た
金
融
行
動
原
則

（
21
世
紀
金
融
行
動
原
則
）

我
が
国
に
お
け
る
環
境
金
融
の
取
組
事
例

　「
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
向
け
た
金
融
行
動
原
則
」に

あ
る
よ
う
に
、
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
の
た
め
に
金
融
機

関
が
果
た
す
べ
き
責
任
と
役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
個
々
の
金
融
機
関
が
実
際
に

行
っ
て
い
る
環
境
金
融
の
取
組
事
例
に
つ
い
て
、
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行（
D
BJ
）は
20
04
年（
平
成

16
年
）、
世
界
で
初
め
て
、
独
自
に
開
発
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
企
業
の
環
境
経
営
度
を
評
点
化
し
、

得
点
に
応
じ
て
3段
階
の
金
利
を
適
用
す
る
「
D
BJ
環
境
格

付
」
の
手
法
を
使
っ
た
融
資
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

20
09
年（
平
成
21
年
）に
は
、
D
BJ
環
境
格
付
に
基
づ
い
て
、

資
金
の
使
途
を
環
境
分
野
に
限
定
し
た
環
境
ク
ラ
ブ
型
シ
ン

ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー
ン「
エ
コ
ノ
ワ
」を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
環
境
経
営
に
前
向
き
な
企
業
の
取
組
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
地
域
金
融
機
関
の
取
引
機
会
の
提
供
と
預
貸
率
の

向
上
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
向
け
て
の
金
融
機
関
の
こ
う

し
た
取
組
に
つ
い
て
は
、「
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
向

け
た
金
融
行
動
原
則
」
事
務
局
が
、
署
名
金
融
機
関
の
取
組

11
10

9
8

7
6

5
4

1,
30
1

78
2

65
5

60
3

35
8

36
5

44
7

40
3

年
度

（
億
円
） 0

20
0

40
0

60
0

80
0

1,
00
0

1,
20
0

1,
40
0

資
料
：
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
（
D
BJ
）

D
BJ
環
境
格
付
融
資
の
実
績

参
加
金
融
機
関

『
エ
コ
ノ
ワ
』
環
境
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
･ロ
ー
ン
の
概
要 参
加
金
融
機
関

参
加
金
融
機
関

借 入 企 業
参
加
金
融
機
関

参
加
金
融
機
関

・
環
境
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

・
環
境
覚
書
締
結

・
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ア
レ
ン
ジ

・
環
境
格
付
取
得
企
業
の
紹
介

・
CS
R 
/IR
効
果
の
ア
ピ
ー
ル

環
境
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
･ロ
ー
ン

『
エ
コ
ノ
ワ
』

企
業
の
環
境
配
慮
に
関
す
る
コ
ス
ト
（
環
境
投
資
）
を
資
金
使
途
と
す
る
シ
ン

ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
（
D
BJ
融
資
以
外
も
環
境
関
連
資
金
に
限
定
）

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
型
で
の
招
聘
で
は
な
く
、「
環
境
関
係
者
」（
企
業
の
工
場
が
立
地

す
る
地
域
等
の
金
融
機
関
）
に
よ
る
環
境
応
援
団
づ
く
り

金
融
機
関
は
、 「
環
境
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
」
の
一
員
と
し
て
地
域
の
環
境
改
善
に

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
を
通
じ
て
貢
献

金
融
機
関
は
、
経
済
的
観
点
の
み
に
着
目
し
た
純
粋
投
資
で
は
な
く
、
持
続
的

な
環
境
経
営
を
支
援

資
料
：
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
（
D
BJ
）
作
成
資
料
を
基
に
環
境
省
作
成

『
エ
コ
ノ
ワ
』（
環
境
ク
ラ
ブ
型
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
）
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第
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章
　
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
グ
リ
ー
ン
成
長
国
家
の
実
現
に
向
け
て

平
成
23
年
度

3　
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
市
場
の
グ
リ
ー
ン
化

　
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

環
境
分
野
に
お
け
る
技
術
革
新
を
実
現
し
つ
つ
、
新
た
な
制
度

設
計
や
制
度
の
変
更
、
新
た
な
規
制
・
規
制
緩
和
な
ど
の
総
合

的
な
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
り
、
環
境
技
術
・
製
品
の
急
速
な

普
及
拡
大
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
と
り
わ
け
、

「
市
場
」
に
着
眼
し
、
そ
の
グ
リ
ー
ン
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
の

施
策
は
、
多
く
の
主
体
に
対
し
て
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
働
き

か
け
る
こ
と
が
で
き
る
特
長
が
あ
り
ま
す
。
先
に
見
た
環
境
金

融
も
、
こ
う
し
た
市
場
の
グ
リ
ー
ン
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
の

施
策
の
一
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
環
境
省
で
は
平
成
23
年
度
に
、
市
場
の
グ
リ
ー
ン
化
を
一
層

進
め
て
い
く
た
め
の
検
討（
＝
グ
リ
ー
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
＋
）を

行
い
ま
し
た
。
20
12
年
（
平
成
24
年
）
1月
に
と
り
ま
と
め
た

報
告
書「
市
場
の
更
な
る
グ
リ
ー
ン
化
に
向
け
て
」で
は
、
市
場

の
グ
リ
ー
ン
化
に
つ
い
て
「
環
境
保
全
の
視
点
を
大
胆
に
社
会

経
済
活
動
に
織
り
込
み
、
環
境
配
慮
型
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

開
発
・
提
供
す
る
こ
と
を
需
要
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
は

じ
め
、
環
境
に
配
慮
し
た
企
業
行
動
が
評
価
を
受
け
、
よ
り
大

き
な
利
潤
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
市
場
を
形
成
す
る
こ

と
」と
位
置
づ
け
て
い
ま
す（
図
4-
1-
9）
。
市
場
の
グ
リ
ー
ン
化

の
た
め
の
施
策
は
、「
供
給
側（
川
上
段
階
）、
需
要
側（
川
下
段

階
）
い
ず
れ
の
行
動
を
主
に
促
す
の
か
」「
市
場
を
構
成
す
る
主

体
に
ど
の
よ
う
な
形
で
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
の
か
」

と
い
う
2つ
の
評
価
軸
に
よ
っ
て
区
別
で
き
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す（
図
4-
1-
10
）。

　
ま
た
、
市
場
の
グ
リ
ー
ン
化
に
向
け
た
4つ
の
課
題
と
し
て
、

①
市
場
で
の
不
十
分
な
ス
コ
ー
プ
（
市
場
全
体
で
見
た
場
合
の

グ
リ
ー
ン
化
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
）、
②
環
境
配
慮
に

係
る
基
準
の
分
か
り
に
く
さ
（
認
知
度
の
不
十
分
な
施
策
・
取

組
や
環
境
ラ
ベ
ル
も
少
な
く
な
く
、
環
境
に
関
す
る
表
示
の
種

類
が
多
す
ぎ
て
消
費
者
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
）、
③
消
費
者

へ
の
説
明
不
足
（
情
報
量
の
不
足
等
が
環
境
配
慮
型
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
購
入
阻
害
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
事
業
者
か

ら
消
費
者
へ
の
情
報
提
供
の
難
し
さ
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
）、

④
事
業
者
の
動
機
不
足
（
市
場
で
の
評
価
が
不
十
分
で
あ
り
、

企
業
が
環
境
配
慮
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
に
積
極
的
に
な
り

き
れ
な
い
。
ま
た
、
今
後
も
取
組
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
の
意
義

を
感
じ
に
く
く
な
っ
て
い
る
）を
挙
げ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
対
し
、

市
場
の
グ
リ
ー
ン
化
の
た
め
の
政
策
に
関
す
る
4つ
の
方
向
性

と
し
て
、
①
対
象
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
新
規
開
拓
（
環
境
配
慮

型
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
の
拡
充
）、
②
先
進
的
な
基
準
の

設
定
（
先
進
性
を
評
価
す
る
た
め
の
多
段
階
基
準
の
設
定
）、
③

消
費
者
に
「
届
く
」
情
報
提
供
（
行
動
に
つ
な
が
る
情
報
提
供
が

重
要
で
あ
り
、
消
費
者
の
納
得
感
、
共
感
を
高
め
る
工
夫
が
必

要
）、
④
施
策
の
連
携
と
相
乗
効
果
（
全
体
最
適
な
形
で
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
）
を
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
市
場
の
グ
リ
ー
ン
化
に
向
け
た
さ
ら

な
る
取
組
の
加
速
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

市
場

メ
カ
ニ
ズ
ム

出
典
：
環
境
省
　
グ
リ
ー
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
＋（
プ
ラ
ス
）
研
究
会
報
告
書

「
市
場
の
更
な
る
グ
リ
ー
ン
化
に
向
け
て
」

【
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
、
金
融
市
場
】

・
市
場
に
お
い
て
「
環
境
」
の
価
値
が
認
め
ら
れ
、
事
業
者
に
対

し
環
境
配
慮
を
求
め
る
意
識
が
浸
透
す
る
。

・
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
新
た
に
開
発
さ
れ
、
市

場
に
普
及
す
る
と
と
も
に
、継
続
的
な
取
組
の
中
で「
環
境
配
慮
」

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
る
。

【
消
費
者
】

・
評
価
さ
れ
た
結
果
に
基
づ

き
、
消
費
者
が
自
然
体
で

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
。

【
施
策
】

・
事
業
者
が
提
供
し
た
情
報
を
基
に
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
者

が
評
価
さ
れ
て
、
消
費
者
に
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
。【
事
業
者
】

・
環
境
に
配
慮
し
た
生
産
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
消

費
者
に
正
確
で
分
か
り
や

す
い
情
報
提
供
を
行
う
。

図
4-
1-
9　
グ
リ
ー
ン
化
さ
れ
た
市
場
の
イ
メ
ー
ジ

川
上
段
階
（
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給

側
の
行
動
を
促
す
） 

（
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
側
の
行
動
を

促
す
）※
川
下
段
階

税
制
優
遇
（
消
費
者
行
動
）

補
助
金
（
消
費
者
行
動
）

エ
コ
・
リ
ー
ス
促
進
事
業

エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト

補
助
金
（
事
業
活
動
）

税
制
優
遇
（
事
業
活
動
）

利
子
補
給

グ
リ
ー
ン
購
入

グ
リ
ー
ン
契
約
（
自
動
車
・
ES
CO
等
）

環
境
ラ
ベ
ル
（
エ
コ
マ
ー
ク
等
）

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
（
商
品
等
）

国
民
運
動
・
環
境
教
育
（
消
費
者
行
動
）

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

環
境
報
告
書
・
環
境
会
計

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
（
事
業
活
動
）

国
民
運
動
・
環
境
教
育
（
事
業
活
動
）

エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
認
定
・
各
種
表
彰

社
会
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

※
主
に
需
要
側
の
行
動
を
促
す
施
策
で
あ
っ
て
、
あ
わ
せ
て
供
給
側
の
行
動
を

促
す
施
策
も
含
む
。

出
典
：
環
境
省
　
グ
リ
ー
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
＋（
プ
ラ
ス
）
研
究
会
報
告
書

「
市
場
の
更
な
る
グ
リ
ー
ン
化
に
向
け
て
」

図
4-
1-
10
　
市
場
の
グ
リ
ー
ン
化
に
向
け
た
施
策
の
俯
瞰
図

経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
ま
と
め
た
事
例
集
を
20
12
年
（
平
成
24
年
）
3月
に
公
表

し
て
い
ま
す
。
事
例
の
共
有
に
よ
り
、
取
組
の
推
進
の
加
速

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

11
2

出
典

：
環

境
省「

平
成

24
年

版
環

境
・

循
環

型
社

会
・

生
物

多
様

性
白

書
」（
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・
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第
1
節
　
グ
リ
ー
ン
経
済
と
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

4　
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ジ
ア
へ
の
展
開

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
の
経
営
学
者
で
あ
る
P.
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
た
め
の
7つ
の
機
会
と
し
て
、

「
予
期
せ
ぬ
成
功
と
失
敗
を
利
用
す
る
」「
ギ
ャ
ッ
プ
を
探
す
」

「
ニ
ー
ズ
を
見
つ
け
る
」「
産
業
構
造
の
変
化
を
知
る
」「
人
口
構

造
の
変
化
に
着
目
す
る
」「
認
識
の
変
化
を
と
ら
え
る
」「
新
し

い
知
識
を
活
用
す
る
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
に
あ
る
機
会
を
、
適
切
に
捉
え
る
こ
と
が
、
新
た
な
価
値
を

社
会
実
装
さ
せ
る
上
で
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
革
新
的
な
技
術
や
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
先
進
技
術
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

既
存
の
技
術
や
考
え
方
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
も
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
特
に
、
開
発
途
上
国
に
お

け
る
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
場
合
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
ニ
ー
ズ
や
技
術
水
準
、
固
有
の
歴
史
、
社
会
的
条
件

等
を
踏
ま
え
て
技
術
を
選
択
、
改
良
、
開
発
し
て
い
く
こ
と
で
、

持
続
可
能
な
産
業
育
成
や
雇
用
確
保
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
環
境
省
で
は
、
環
境
技
術
移
転
に
よ
る
海
外
の
公
害
削
減
事

業（
PR
O
T
EC
T
）を
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。
ア
ジ
ア

諸
国
は
人
口
の
増
加
や
急
激
な
経
済
発
展
に
伴
い
水
質
汚
濁
等

の
深
刻
な
環
境
汚
染
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
の

環
境
対
策
技
術
等
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
普
及
・
展
開
を
、

各
国
の
状
況
に
応
じ
た
規
制
体
系
の
整
備
・
人
材
育
成
と
あ
わ

せ
て
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
環
境
改
善
と
環

境
立
国
と
し
て
の
我
が
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
ま

す
。
ま
た
、
本
事
業
か
ら
得
ら
れ
た
環
境
技
術
の
事
業
化
に
向

け
た
課
題
、
事
業
展
開
が
有
望
視
国
の
情
報
収
集
・
分
析
等
の

結
果
を
我
が
国
企
業
に
還
元
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
に
お

け
る
我
が
国
の
環
境
対
策
技
術
を
活
用
し
た
環
境
保
全
対
策
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
の
普
及
促
進
が
図
ら
れ
、
中
・
長
期
的
な
国
際
競

争
力
の
強
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

我
が
国
の
公
害
経
験
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

本
節
で
は
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
述
べ

て
き
ま
し
た
が
、
最
後
に
、
我
が
国
に
お
け
る
過
去
の
取
組

に
つ
い
て
振
り
返
り
、
深
刻
な
大
気
汚
染
と
健
康
被
害
を
克

服
す
る
た
め
の
過
去
の
取
組
に
お
い
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
多
様
な
あ
り
方
で
展
開
さ
れ
た
様
子
に
つ
い
て
見
て
み
ま

す
。

　
19
55
年
以
降
の
高
度
成
長
期
は
、
経
済
を
高
度
成
長
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
に
官
民
挙
げ
て
努
め
た
結
果
、
未
曾
有
の

成
長
を
遂
げ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
実
質
経
済
成
長
率

は
19
50
年
代
後
半
が
8.
8％
、
19
60
年
代
前
半
が
9.
3％
、

19
60
年
代
後
半
が
12
.4
％
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
主

役
は
石
炭
か
ら
石
油
へ
と
入
れ
替
わ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
は
10
年
間
で
約
3倍
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
19
55
年

と
19
70
年
を
比
較
す
る
と
、
工
業
生
産
額
に
占
め
る
重
化

学
工
業
の
比
率
は
44
.7
％
か
ら
62
.6
％
へ
、
同
じ
く
輸
出
に

占
め
る
割
合
は
33
.7
％
か
ら
73
.0
％
に
増
加
し
、
重
化
学
工

業
化
が
顕
著
に
進
展
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
重
化
学

工
業
は
一
般
に
生
産
額
当
た
り
の
潜
在
的
な
排
出
量
が
大
き

い
産
業
で
あ
り
、
産
業
公
害
の
激
甚
化
を
招
い
た
要
因
の
一

つ
と
な
り
ま
し
た
。

資
料
：
日
本
の
大
気
汚
染
経
験
検
討
委
員
会
編
「
日
本
の
大
気
汚
染
経
験
」
よ
り
環
境
省
作
成

主
　
体

取
　
組

成
　
果

住
民

企
業

・
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
建
設
反
対
運
動
、
公
害
被
害
者
運
動
な
ど
の
住
民

運
動
の
展
開

地
方
公
共
団
体
、
国
、
企
業
の
公
害
対
策

を
促
す
原
動
力
と
な
っ
た
。

・
当
時
の
国
の
法
律
を
上
回
る
環
境
上
の
基
準
の
設
定
や
総
量
規
制

の
導
入

・
企
業
と
の
間
の
公
害
防
止
協
定
の
締
結
、
技
術
面
の
指
導

国
に
よ
る
法
制
度
化
の
先
駆
け
と
し
て
、

地
域
の
切
実
な
状
況
に
対
処
し
た
。

・
公
害
対
策
基
本
法（
19
67
 年
）に
よ
る
総
合
的
な
法
体
系
の
整

備
、
及
び
各
種
環
境
関
連
法
の
制
定
・
改
正

・
公
害
防
止
計
画
の
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
財
政
支
援

・
低
硫
黄
化
対
策
と
燃
料
転
換
の
推
進

・
公
害
防
止
投
資
を
支
援
す
る
た
め
の
低
利
に
よ
る
政
策
金
融

・
環
境
庁
の
設
置（
19
71
 年
）

・
汚
染
者
負
担
の
原
則（
PP
P）
に
基
づ
く
公
害
健
康
被
害
補
償
制

度
の
確
立

公
害
対
策
を
制
度
化
し
た
。

・
公
害
防
止
投
資
の
強
化

・
公
害
対
策
の
た
め
の
技
術
者
の
養
成

深
刻
な
大
気
汚
染
の
状
況
を
改
善
し
た
。

ま
た
、
企
業
の
社
会
的
責
任
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
浸
透
さ
せ
た
。

地
方
公
共
団
体

国

我
が
国
の
公
害
経
験
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

11
3
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第
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部
│
第
4
章
　
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
グ
リ
ー
ン
成
長
国
家
の
実
現
に
向
け
て

平
成
23
年
度

第
2
節
　
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
我
が
国
の
取
組

　
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
地
球
温
暖
化
へ
の
適
応
は
人
類
共
通

の
課
題
で
あ
り
、
国
際
的
協
調
の
下
に
取
組
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
及
び
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
状
況
及
び

今
後
目
指
す
べ
き
社
会
の
姿
を
見
据
え
て
地
球
温
暖
化
対
策
を

組
み
立
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
本
節
で
は
、
国
外
及
び

国
内
の
低
炭
素
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
概
観
す

る
と
と
も
に
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
グ
リ
ー
ン
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
に
つ
い
て
、
先
進
的
な
事
例
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

1　
世
界
に
お
け
る
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
動
き
～
C
O
P1
7～

　
20
11
年
（
平
成
23
年
）
11
月
28
日
か
ら
12
月
11
日
ま
で
、

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
ダ
ー
バ
ン
に
お
い
て
、
国
連
気
候
変
動

枠
組
条
約
第
17
回
締
約
国
会
議（
C
O
P1
7）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
国
政
府
は
、
す
べ
て
の
主
要
排
出
国
が
参
加
す
る
公
平

か
つ
実
効
性
の
あ
る
国
際
枠
組
み
の
構
築
を
目
指
し
、
交
渉
に

臨
み
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
国
難
を
乗
り
越

え
る
べ
く
最
大
限
努
力
し
て
い
る
こ
と
、
気
候
変
動
問
題
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
い
う
我
が
国
の
姿
勢
は
今
後
も
変
わ
ら
な

　
我
が
国
が
公
害
を
克
服
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
被
害
者
を

中
心
と
す
る
住
民
運
動
、
地
域
住
民
の
健
康
保
護
の
た
め
の

地
方
公
共
団
体
の
先
駆
的
な
取
組
、
国
に
よ
る
対
策
シ
ス
テ

ム
の
整
備
、
企
業
に
よ
る
対
策
技
術
の
開
発
・
導
入
な
ど
、

各
主
体
の
大
き
な
努
力
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
が
総

合
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
公
害
被
害
の
克
服
と
い
う

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
達
成
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
公
害
の
状
況
は

劇
的
な
改
善
を
見
せ
ま
し
た
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
対
策
は
、

経
済
的
に
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
A
la
n 
M
an
ne
と
米
国
電
力
研
究

所
の
Ri
ch
ar
d 
Ri
ch
el
sが
共
同
開
発
し
た
M
ER
G
Eと
い

う
動
学
的
最
適
化
モ
デ
ル
を
ベ
ー
ス
に
、
独
自
の
経
済
モ
デ

ル
分
析
を
行
っ
た
研
究
に
よ
る
と
、
も
し
排
煙
脱
硫
対
策
が

実
際
よ
り
も
10
年
遅
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
G
D
Pの
増
加
額
6

兆
円
に
対
し
、
大
気
汚
染
の
累
積
被
害
額
は
12
兆
円
以
上
に

上
っ
て
い
た
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
対
策
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
8年
程
早
め
て
い
れ
ば
、
G
D
Pの
減
少
よ
り
も
被
害
額

の
減
少
の
ほ
う
が
上
回
り
、
実
際
の
場
合
よ
り
も
経
済
的
に

得
を
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
大
気
汚
染
対
策
は
19
70
年
代
の
膨
大
な
公
害
防

止
投
資
に
よ
り
、
そ
の
後
予
想
さ
れ
た
膨
大
な
被
害
額
の
増

加
を
未
然
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
、

経
済
的
に
も
利
益
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
さ
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
経
済
の
グ
リ
ー
ン
化

へ
の
進
展
の
好
例
と
し
て
、再
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

20
12
年

Ｃ Ｏ Ｐ 18

Ｃ Ｏ Ｐ 21

す べ て の 国 が 参 加 す る 法 的 枠 組 み 発 効 ・ 実 施

20
13
年

IP
C
C

第
5
次
報
告
書20
14
年

20
15
年

20
20
年

20
12
年
前
半
に
立
ち
上
げ

条
約
作
業
部
会

（
A
W
G
-L
C
A
）

議
定
書
作
業
部
会

（
A
W
G
-K
P）

第
1
約
束
期
間

（
～
20
12
年
）

第
2
約
束
期
間
（
20
13
年
～
20
17
年
or
 2
02
0
年
）

カ
ン
ク
ン
合
意
の
実
施

長
期
目
標
の
レ
ビ
ュ
ー

（
20
13
－
15
年
）

ダ
ー
バ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
特
別
作
業
部
会

20
20
年

以
降
の

取
組 ２ ０ ２ ０ 年 ま で の 取 組

カ ン ク ン 合 意 京 都 議 定 書

資
料
：
環
境
省

遅
く
と
も
20
15
年
ま
で
に
採
択

・
各
国
に
よ
る
、

批
准
、
締
結

・
国
内
法
整
備

C
O
P1
8
で

作
業
完
了
し
、

役
割
終
了
予
定

C
O
P1
8
で

作
業
完
了
予
定

各
国
が
掲
げ
る
削
減
目
標
・
行
動
の
推
進
と
国
際
的
M
RV
、
適
応
、

資
金
、
技
術
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

図
4-
2-
1　
将
来
枠
組
み
に
向
け
た
道
筋

11
4

出
典

：
環

境
省「

平
成

24
年

版
環

境
・

循
環

型
社

会
・

生
物

多
様

性
白

書
」（

第
１

部
第

４
章

第
1節

 グ
リ

ー
ン

経
済

と
グ

リ
ー

ン
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
）
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( 20) 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kankyo/rio_p20/gaiyo.html 
 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kankyo/ 
ODA  

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/bunya/environment/ 
 

http://www.env.go.jp/earth/ 

 
http://www.env.go.jp/annai/kaiken/h24/s0831.html 

 
http://www.env.go.jp/policy/g-market-plus/com.html 

 
http://www.env.go.jp/policy/hakusyo/ 

 
http://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/index.html 

 
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/environment/ 

 
http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/ 
 

 
20 ( ) 

http://www.uncsd2012.org/rio20/index.html 
UNEP ( ) 
http://www.unep.org/greeneconomy/ 
OECD  
http://www.oecd.org/greengrowth/ 
TUNZA 2012  
http://www.ourplanet.jp/tunza/2012.html 

 
http://unic.or.jp/unic/single_event/2070 
 

 
ESG  

http://www.dir.co.jp/research/report/esg/ 

出典：グリーンエコノミーフォーラム作成「グリーンエコノミーリンク集」
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20  
http://jp.fujitsu.com/group/fri/column/opinion/201206/2012-6-4.html 

 
http://www.frutafruta.com/greeneconomy/index.html 
Global Reporting Initiative 
https://www.globalreporting.org/ 
Rain Forest Alliance  
http://rainforest-alliance.org/ja/certification-verification 
 

 
 

http://business.nikkeibp.co.jp/article/opinion/20120607/233062/?rt=nocnt 
20  

http://agora-web.jp/archives/1481533.html 

 
http://www.globis.jp/2240 

2012
 

http://www.asahi.com/eco/forum/presen/theme3_3_1.html 
 

NGO  
20  

http://www.mri.co.jp/SERVICE/thinktank/kankyou/2030913_1458.html 
IGES: Rio+20  
http://www.iges.or.jp/jp/rio20/ge.html 
THE CLIMATE EDGE 20  
http://climate-edge.net/?p=3048 
GREEN.TV JAPAN 
http://www.japangreen.tv/gtv_geconomy 

 
http://homepage2.nifty.com/fujiwara_studyroom/index.html 
WWF Rio+20

 
http://www.wwf.or.jp/activities/2012/09/1088727.html 

2012 
http://www.sjef.org/kouza/kouza2012/  
ECO 62  
http://all62.jp/ecoacademy/15/01.html 
togetter 2012/06/27 
http://togetter.com/li/328143 

出典：グリーンエコノミーフォーラム作成「グリーンエコノミーリンク集」
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グリーン経済の課題と展望グリーン経済の課題と展望
～リオ＋ 20（国連持続可能な開発会議）の成果と～リオ＋ 20（国連持続可能な開発会議）の成果と
　国内外の最新動向を踏まえ～　国内外の最新動向を踏まえ～
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